
18 おきぎん調査月報　2022. 11

◎概況　  県内景況は、新型コロナウイルス感染症の
影響が続くものの、緩やかに持ち直している。

県内景況・確報
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個人消費関連 観光関連建設関連

主要景気指標前年同月比

18.4

８月の県内景況は、個人消費関連では、スーパー売上高は、全店ベース、既存店ベース共に前年同月を
上回りました。百貨店売上高は、前年同月を上回りました。耐久消費財である新車販売台数は前年同月を
下回り、中古車販売台数は前年同月を下回りました。

建設関連では、公共工事請負金額は前年同月を上回りました。建設資材である生コン、セメントはとも
に前年同月を上回りました。

観光関連では、入域観光客数は前年同月を上回り、観光施設入場者数も前年同月を上回りました。ホテ
ル稼働率はシティホテル、リゾートホテル、ビジネスホテルのすべてにおいて、前年同月を上回りました。
ホテル客室単価、宿泊収入（推計値）においても前年同月を上回りました。
総じてみると、建設関連は、弱い動きが続いており、個人消費及び観光関連は、新型コロナウイルス感
染症の影響が続く中、緩やかに持ち直しています。よって、「県内景況は、新型コロナウイルス感染症の
影響が続くものの、緩やかに持ち直している」と景気判断を据え置きました。

（2022年６月の上方修正から３か月連続で判断維持）

2022年
８月
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（やや悪い）

１ スーパー・百貨店売上高…スーパー売上高は、全店ベース、既存店ベース共に前
年同月を上回る。百貨店売上高は、前年同月を上回る。

個人消費

８月の個人消費関連では、スーパー
売上高「全店ベース（前年同月比5.3%
増）」は、３ヵ月連続で前年同月を上回り
ました。品目別では「衣料品（同40.7％
増）」、「家庭用品（同11.5％増）」は前年
の一部店舗の休業や時短営業の反動に
よる来客数の増加などにより、前年同
月を上回りました。「食料品（同3.2％
増）」は前年の反動に加え、天候要因な
どにより前年同月を上回りました。
「既存店ベース（同4.2％増）」は、３ヵ
月連続で前年同月を上回りました。品
目別では、ウェイトの高い「食料品（同
2.1％増）」は前年の一部休業や時短営
業の反動による来客数の増加や天候要
因などにより、前年同月を上回りました。「衣料品（同41.0％増）」、「家庭用品（同7.7％増）」は来客数の増加な
どにより前年同月を上回りました。

百貨店売上高は、前年同月を上回りました（同18.4％増）。内訳をみるとウェイトの高い「衣料品（同41.8％増）」、
「身廻品（同38.1％増）」は、前年の緊急事態宣言の反動などによる来店客数の増加により前年同月を上回りました。
「食料品（同5.2％減）」は前年との旧盆期間のずれに伴い中元ギフト関連商品が前月に計上されたことなどにより
前年同月を下回りました。全体としては6ヵ月連続で前年同月を上回りました。
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前年同月比

３ 中古車販売台数…中古車販売台数は前年同月を下回る。
中古車販売台数（登録ベース）は、

全体で19,094台（同2.8％減）と
なり、11ヵ月連続で前年同月を下
回りました。車種別では、「乗用車（同
3.2％減）」、「軽自動車（同2.6％減）」
共に市場の供給減少に伴う価格高騰
などにより、前年同月を下回りま
した。
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注）登録ベース 資料）沖縄県中古車販売協会
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合計（右軸） 

前年同月比

２ 新車販売台数…新車販売台数は、前年同月を下回る。
新車販売台数は、全体で2,786台

（同7.0％減）となり、３ヵ月ぶり
に前年同月を下回りました。車種別
では、「普通乗用車（同28.0％増）」
は、前年同月を上回りました。一方、
「小型乗用車（同12.8％減）」、「軽
乗用車（同19.9％減）」は半導体不
足に伴う供給制限が長期化している
ことなどにより前年同月を下回りま
した。 1,000
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４ 大型家電専門店販売額…販売額は前年同月を下回る。
８月の大型家電専門店販売額は
２ヵ月連続で前年同月を下回りま
した。
下回った要因として、夏物家電が
例年に比べ先行して販売されていた
ことなどが挙げられています。

※  コメントについては商業動態調査
を基に小売店へ弊社が独自にヒア
リングを行ったものになります。
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8 資料 )　経済産業省　商業動態調査

（％）前年同月比

建設関連 （ふつう）

１ 公共工事…公共工事請負金額は前年同月を上回る。
８月の公共工事請負金額は、前年
同月比12.0％増の398億2,900万
円となりました（２ヵ月ぶり増）。
発注者別でみると、「国（48.9％
増）」、「沖縄県（同0.8％増）」は前年
同月を上回りました。一方、「市町
村（同17.3％減）」、「独立行政法人
等（同98.0 ％ 減）」、「その他（同
35.4％減）」は前年同月を下回りま
した。
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8 資料）西日本建設業保証沖縄支店　「公共工事動向」

（％）（百万円）

公共工事請負金額
（棒グラフ・左目盛）

前年同月比
（折れ線・右目盛）

【参考】 公共工事（年度累計）…公共工事請負金額は前年同期を下回る。
今年度累計値では7.1％減となっ
ています。
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２ 建設資材…生コン、セメントはともに前年同月を上回る。
建設資材関連では、生コンの出荷

量は14.0％増と３ヵ月連続で前年
同月を上回りました。内訳をみると、
公共工事向けは石垣や中南部での出
荷が増加したことなどから前年同月
より23.0％上回り、民間工事向け
は中南部での出荷が増加したことな
どから前年同月より10.0％上回り
ました。セメント出荷量は1.0％増
と３ヵ月連続で前年同月を上回りま
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資料）当社ヒアリング等による注）セメント出荷量は、速報値につき、確報にて修正される場合がある

（％）

セメント出荷量（折れ線・実線）

生コン出荷量（折れ線・破線）

前年同月比

住宅投資…着工戸数は前年同月を上回る。
８月の新設住宅着工戸数は、全体

で前年同月比25.4％増の810戸と
なり、３ヵ月ぶりに前年同月を上回
りました。利用別戸数をみると、「分
譲住宅（同86.5％増）」、「持家（同
18.9％増）」、「貸家（同3.5％増）」
は前年同月を上回りました。
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8 資料）国土交通省「住宅着工統計」

（戸）

持家 貸家 給与住宅 分譲住宅

【参考】 住宅投資（年度累計）…着工戸数は前年同期を上回る。
今年度累計値では、3.5％増と

なっています。
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観光関連

１ 入域観光客数（国内客・外国客の合計）…前年同月を上回る。
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資料）沖縄県文化観光スポーツ部※外国客は乗務員等を含む

（％）（千人）

入域観光客（棒グラフ、左目盛）

前年同月比（線グラフ、右目盛）

８月の入域観光客数は、行動制限がなかったことや多くの航空路線で全便運航となったことなどから、
352,600人多い640,800人（前年同月比122.3％増）となり、９ヵ月連続で前年同月を上回りました。
2019年同月比（国内客・外国客の合計）では、380,400人減少（37.3％減）と大きく下回っています。
2019年同月比（国内客）では、97,600人減少（13.2％減）となっています。
外国客入域観光客数は韓国のティーウェイ航空による一部路線の再開にて、２年５ヵ月振りの入域とな
りました。しかし、日本への入国制限措置の影響などから100人に留まりました。今後、入国制限措置の
緩和が検討されているため、動向を注視する必要があります。

外国客 入域観光客数…２年５ヵ月振りに入域となる。
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資料）沖縄県文化観光スポーツ部※外国客は乗務員等を含む
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前年同月比
（線グラフ、右目盛）

外国客入域観光客（棒グラフ、左目盛）

（やや悪い）
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８月の観光施設入場者数は、全体
では674.9％増となり、６ヵ月連続
で前年同月を上回りました。地域別
では、北部の観光施設は1,039.8％
増（11.4倍）、南部は373.6％増（4.7
倍）、中部は519.5％増（6.2倍）と
なりました。前年同月は緊急事態宣
言が発出され、休業・休園する施設
が多数みられたのに対し、当月は行
動制限がなく観光需要が高まったこ
となどから前年同月を上回りました。
（参考）2019年同月比では、全体で55.1％の減少となります。内訳では南部の観光施設は66.7％減少、

中部は55.4％減少、北部は46.8％の減少となっています。

２ 観光施設入場者数…前年同月を上回る。
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資料）当社ヒアリング
※調査対象施設数＝南部6、中部5、北部4施設　※公表後に改定する場合があり最新公表資料が確定値とする。
注）棒グラフは各地域の寄与度を示している

（％）（％）

南部 中部 北部 全体

ホテル客室単価（シティ＆リゾート）
は24.7％増と９ヵ月連続で前年同
月を上回り、宿泊収入においても
198.8％増と９ヵ月連続で前年同月
を上回りました。
（参考）2019年同月比では、客室単

価は10.7％の減少、客室収
入は32.2％の減少となって
います。

４ ホテル客室単価・宿泊収入…ホテル客室単価、宿泊収入ともに前年同月
を上回る。
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※対象施設数：26施設（シティ8、リゾート18）、ビジネスは除く
※客室単価は26施設の平均値、宿泊収入は各施設の推計値の総額（稼働率及び客室単価より当社推計）
※公表後に改定する場合があり最新公表資料が確定値とする。 資料）当社ヒアリング

客室単価 宿泊収入

（％）前年同月比

県内ホテル稼働率は、シティホテ
ルは前年同月比20.4ポイント増加、
リゾートホテルは37.6ポイント増
加、ビジネスホテルは31.6ポイン
ト増加しました。緊急事態宣言下に
あった前年同月の反動増や、旅行需
要の高まりなどから前年同月を上回
りました。
（参考）2019年同月比では、シティ

ホテルは37.9ポイントの減少、
リゾートホテルは20.8ポイントの減少、ビジネスホテルは27.3ポイントの減少となっています。

３ ホテル稼働率…シティホテル、リゾートホテル、ビジネスホテルすべてにお
いて前年同月を上回る。
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稼働率（線グラフ、左目盛） 前年差（棒グラフ、右目盛）

シティ リゾート ビジネス
シティ リゾート ビジネス

注）シティ8ホテル、リゾート18ホテル、ビジネス4ホテル　※公表後に改定する場合があり最新公表資料が確定値とする。 
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（やや良い）企業倒産

雇用関連

企業倒産…件数、負債額はともに前年同月を上回る。
８月の企業倒産件数は、３件（う
ち大口倒産は２件）となり、負債総
額は３億8,100万円となりました。
※前年同月は発生なし。
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（件）（百万円）

負債総額
（棒グラフ、左目盛）

倒産件数
（線グラフ、右目盛）

８月の完全失業率（季節調整値）
は、3.3％となり前月より0.5ポイ
ント低下しました。

８月の雇用状況は、月間有効求人
数（季節調整値）が前月比0.4％増
の32,175人に対して、月間有効求
職者数（同上）は前月比2.5％減の
30,995人となり、有効求人倍率（季
節調整値）は1.04倍と、前月より
0.03ポイント上昇となりました。

完全失業率…沖縄、全国ともに前月より低下。

有効求人倍率…沖縄、全国はともに前月より上昇。

（やや悪い）
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資料）沖縄労働局、厚生労働省注）季節調整済　注）沖縄県の数値は県内を就業地とする「就業地別」求人数を用いて算出
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資料）沖縄県、総務省統計局注）季節調整済
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